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日本において、社会的養護のもとで生活している児童は、約4万人(2007年)
である。その措置先は、約92%が児童福祉施設であり、残り8.0%が里親委託
である O 多くの児童には、実親が存在(児童養護施設の 9割以上の児童に実親がい
る)しており、彼らの家族背景の複雑さが伺える。それ故に、彼らは心身に
様々な深い痛みを持っており、生活する場は、家庭的であり少人数であること
が求められる。
このような状況を踏まえて、里親制度に関して、 2002年に大改正があり、専
門里親、親族里親が新設され、里親養育への社会の期待は高まっている。しか
し、里親登録件数は、相変わらず低迷状態である。また、 2004年「子ども・子
育て応援プラン」において里親委託数15%が目標値とされた。そして、 2007年、
「今後目指すべき児童の社会的養護体制に関する構想、検討会 中間とりまと
めJ (厚生労働省)では、里親委託を促進し、児童養護施設等の施設におけるケ
ア単位の小規模化、地域化をさらに推進することとなった。また、 2008年11月
26日「児童福祉法等の一部を改正する法律案」が成立し、里親ファミリーホー
ムが小規模住居型児童養育事業として、法定化され、 2009年4月より施行される。
ょうやく児童の最善の利益の保障に向けて制度が動き出したところであるが、
養育の中核的存在である里親、筋設職員(保育土、児童指導員)へのサポート体制
は未整備である。家庭崩壊、パーンアウトや離職から里親・施設職員を守り、
子どもの最善の利益を保障すべく高い養育実践を求めるならば、精神主義(熱
意、奉仕精神)に多くをたよらず、公的なサポート体制の整備を急ぐ必要がある。
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本論では、里親養育と施設養護の利点を備え、約60年にわたり国際的に運営
を展開している 'SOS子どもの村」にみられる養育職員「おかあさん」への
サポート体制について着目した。これまで 'SOS子どもの村」に関する先行
研究は、主に愛着形成の視点から論ぜられた論文・著書や実践的側面からの紹
介で、あるI)また、これまで日本において SOS-Kinderdorf Internationalの内部
機構、その下部組織である ContinentalOffic巴の機龍について報告されたもの
はない。本論は特に、 'SOS子どもの村」のサポート体制を、養育職員へのサ
ポートの視点から、機構全体の仕組み(各部署の機能)や、 'SOS子どもの村」
の職員組織をみるものであり、今後の我が国の社会的養護を担う職員(里親・施
設職員)への充実したサポート体制を整備していく上で、非常に意義があると
考える O
I. 'SOS子どもの村」の概説
'SOS子どもの村J (以下、「村」と記す)は、社会的養護を必要とする子ども
達を受け入れ、養育している NGOである，村」の他に付属施設等を運営し
ている。 2008年 1月報告(2007/2008ANNUAL REPORT)によると、「村」は、
世界132ヵ国・地域にあり、「村」の家族の中で暮らしている子どもは、 5万
6，971人である。また、 10代後半から20代の青年達の生活の場である「青年の
ぷ)は、 383カ所あり、青年たち 1万5，529人が生活している。その他にも、
ソーシャルセンタ一、幼稚園、学校、職業訓練センタ一、病院等の施設があり、
総計1，897カ所で事業を展開している O その職員総数は約2万3，000人であり、
その運営費は、公的資金と民間資金による O そして、組織を支援する会員は世
界中で600万人を超える o そして、企業・団体からの寄付、価人の寄付の総計
は年間525億円に達する。
ところで、「村」の発祥地は、イムスト(オーストリアのチロルナト|の州都インスブ
ルクから約50キロ西に位置する)である o 1949年、ヘルマン・グマイナーによって
設立され、今日の子どもの村の原型となっている，村」の養育は、「おかあさ
ん」、「兄弟姉妹的関係」、「家」、「村」の養育4原則3)に基づいている O この養
育4原則の基に世界中の「村」が運営される。「村」の設置場所は、山や丘、
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川といった自然環境の豊かな場所とされる O 図 1で示したように「村」には、
大体、 10軒ー15軒の家があり、各家には「おかあさん」と sos子どもの村の
子どもたち(以下、「子どもJr子どもたち」と記す)が一緒に生活している。その他
には、退職おかあさんのぷ)本館(各職員のオフィス、「子と守も」が実親と面談する
部屋等)、村長の家(本館にある場合もある)、そして、付属施設として、幼稚闇5)
青年の家、治療センター、共同生活棟6)などがある。
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図-1 rSOS子どもの村」全体図7)
このような環境の中で、以下に概説する「おかあさん」、「兄弟姉妹的関係」、
「家」、「村」を養育の4原則として「子どもたち」の生活がある。
「おかあさん」とは、「子どもたち」の母親代わりであり、中心的な存在で
ある。「おかあさん」は、 rsos子どもの村」の養育方針(子どもたちに、普通の
家族を提供する)に賛同し、応募した人たちである。書類選考→一次面接→
rsos子どもの村」の家庭への試験的滞在→「おかあさん」志望者としての
採用→約 2年間の研修である養成・教育プロセス(専門的教育)の終了と判定→
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「おかあさんJ職員として正式採用、といった慎重かっ長期間におよぶ選考プ
ロセス、養成・教育プロセスを経た養育の専門職員である。仕事の内容と目的
は、育児と家事全般を通して子ども達に、愛情、信頼、白尊心、自信、忍耐な
ど、人間性の基本を育み、社会の中で自立した生活を送ることができるように
「子ども」を養育することである。「兄弟姉妹的関係」とは、血縁関係の有無
にかかわらず、実の兄弟姉妹のように家族として一つ屋根の下で生活する子ど
も達の関係をいう O 年齢は、乳児から15歳くらいまでである，家」とは、「子
どもたち」の癒しの場であるとともに、自然な形で家族員が交流し、様々な学
びをする家庭教育の重要な場所である。 1戸建て 2階建てを原則とし、広い居
間と食堂・台所、「おかあさん」の部屋、年齢に応じて 1人部屋から 2人部屋
が子ども部屋として配置されている。 H牛の家は、「おかあさんJ 1人と、 6
人までの「子とミも」により構成されている8)，村」は、既述したように10数件
の家、付属施設からなる。
「村」の創始は、イムストから始まり、 1950年代半ばに、ドイツ、フランス、
イタリアといったオーストリア以外の固にも広がり、世界的発展の萌芽が見ら
れる。 1960年には、ストラスブルグ(フランス)に 'SOS子どもの村・」のヨーロ
ッパ連盟が設立する O この連盟は、 1964年 'SOSωKinderdorfInternationalJ 
(以下、国際本部と記す)に発展する。そして、ヨーロッパ以外で初めて「村」が
建設されたのは、韓国である (1963年)01969年には、ヨーロッパ39カ所、ラテ
ンアメリカ15カ所、アジア14カ所、総計68カ所と発展する O アフリカ(コー トジ
ボアール)に始めて「村J が建設されたのは1970年である。さらに、 1979年「国
際児童年」には、 30カ所の新しい「村」が建設され、世界60ヵ国、 143カ所と
なり、 400万人以上の世界中の人々から支援を受けるようになる。しかし、こ
のような発展の中、 1985年、体調を崩していたグマイナーは、「村」出身であ
るクテイン (HelmutK¥山 1)に代表織を譲り、翌年没する。クテイン代表のもと、
1991年東ヨーロッパ(ポーランド、ロシア)での発展があり、アメリカ合衆国での
建設が始まる。 1995年国際本部は、国際連合の経済社会理事会において、諮問
的地位を有する NGOに認定される。そして、今年2008年に開催された国際本
部第四回総会では、 2016年までに100万人の子どもたちに家と家族を保障する
計画が採択された。このように今日「村」は世界的に承認され、世界的規模に
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まで発展している。
立. グローパルな視点からのサポートイ本制
既述したように「村」は、国際的に事業を展開している NGOである。その
歴史は、 1949年に始まり、すでに60年近くを経て、なお世界中に拡大・発展を
続けている。そして、その理念は創始時と変わることはなく、その具体的サ
ポートプロセスは、「子どもの権利条約」に準拠して作成された wQuality4 
Childmstandards;)に基づき、一層子どもの最善の利益を追求している。本
章では、各組織の機能から「村」へのサポート体制をみる。
1.組織体制
国際本部、ヘルマン・グマイナー・アカデミーと下部組織における機能を説
明するO なお、組織全体の体制については、図 2で示した。
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図 2 rSOS子どもの村」組織体制l図(※数値は2008年1月)10) 
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( 1)-1 国際本部(SOSKi吋erdorfInternational) 
ここでは、 1960年に ISOS子どもの村」組織の包括的組織として設立され
た国際本部の内部機構の機能ll)を説明する。
①教育開発部
2008年4月に設立した新しい部署である。各国の教育の質の管理と教育シス
テム、教育方針の開発を担う。倒えば、各国の教育コンセプトは、その国の状
況により異なるので、各屈支部の教育方針を集め、組織全体の方針に適合する
かをチェックし、教育の質を管理する。
②コミュニケーション部
印刷物の発行や、ホームページ上の情報を毎週更新する。例えば、ジャーナ
ルを 3ヶ月に 1度、 4カ国語(英語、ドイツ語、プランス語、スペイン語、適宜ロシ
ア語)で発行する。このジャーナルの記事は、現地の取材に基づいた報告、写
真、物語である。
③建設部
村・の建造物等の質を管理するための部暑である。例えば、「村」を新設する
とき、現地の建築家から送られてくる家の構造・広さ・材質・各種設俗、敷地
面積などに関する資料をチェックして、建造物等の質を保障する。
④インフォメーション部
情報環境を整備する部署である O オンライン上の PR活動、マーケテイン
グ活動をサポートする。新しいメディアでの広報活動を開拓する。各国の HP
作成のサポートをする。
①人材部
世界的組織を指導し管理する人材管理総局であるO 例えば、人事計画、職員
の募集、指導、実行管理、段階的廃止、報酬である。また、人材基準を満たす
ために、職員連携を強化し、発展させる O 報酬と運営問題のすべての段階で、
人林基準を満たすために、そして、人事異動(人事計画と募集、人材開発、モニ
ターの実施、段階的廃止)、発展的活動を計画するために人材能力の形成をサ
ポートする。
⑥財政部
各国の収支決算報告を受け、全体の経理を管理したり、村を新設するときの
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資金援助に関わる検討等をする部署である。例えば、「村」の運営資金の調達
は、基本的に各国支部にある。しかし、アフリカ、中南米、アジア、東ヨーロ
ツパ諸国のように、いかに努力しても赤字になる国もあるo その場合に、利益
を上げた国の資金を赤字国の次年度資金に当てる。また、新しい「村・」の設立、
村の新しい施設の建設時には、各毘支部からの報告書を元に投資の検討をする O
例えば、赤字予想の新設支部に対しては、西ヨーロッパからのパートナーを獲
得し援助体制を整備した後に活動を開始する。
(1)-2 ヘルマン・グマイナー・アカデミー
かつて世界中の「おかあさん」、各種専門職員といった直接に子どもと関わ
る職員の研修会を実施し、「知識と方針のセンター」と命名されていた。 2006
年、国際本部と統合した後は、各国の運営職員など、上部組械の職員の定期的
な研修会や、会議等を開催する施設となる。セミナールーム、礼拝堂、リビン
グ、食堂、宿泊設備(80人収容が可能)、同時通訳の設備(英語、フランス語、スペ
イン語、ドイツ語、適宜にロシア語)を備えているO
( 2 ) 大陸支部(ContinentalOffice) 
大陸の戦略、実施計画と予算をサポートしモニターする。そして、大陸の全
地域におけるネットワークを発展させ導く。大陸レベルでの国際的方針と戦略
と計画の実行を指導する o 国際的なネットワークとプロジ、エクトにおいて大陸
の視点を国際本部に提供し、貢献する。地域全体のデータを整理し分析する O
大陸の傾向をモニターし、実践管理をする。地域全体のサポート、モニタ一、
評価をする。
なお、大陸支部は、 5か所ある O アフリカ・中東大陸支部(所在地:セネガル
のダッカール)、アジア大陸支部(所在地:インドのハイデラバード)、西ヨーロッ
パ・北アメリカ・オーストラリア大陸支部(所在地:オーストリアのインスブルク)、
中央ヨーロッパ・東ヨーロッパ・ CIS・バルト 3国大陸支部(所在地:オースト
リアのウィーン)、ラテンアメリカ大陸支部(所在地:ウルグアイのモンテピデオ)で
ある。
(3 ) 各国の支部
世界で146カ所12)運営されている。各国支部の最大の機能は、現地での運営
費と人件費をまかなえるようにすること(資金調達)、教育のコンセプトを現地
、? ?? 、 ?????、 192 
に合わせて作り上げることである。その他に、テレビ CMによる広報活動等
をする o
2.上部組織による実践主体である「村」へのサポート体制
上部組織(国際本部、ヘルマン・グマイナー・アカデミー、大陸支部、国支部)の
「村」へのサポートのあり様を図 3で示した。「村」へのサポートについて
は、資金の確保、職員の確保と質の保障、地域社会の信用、組織全体の管理と
統率からみる。
図 3 I村」へのサポート環境図13)
①資金の確保
組織の運営と発展には、莫大な資金がいる。上部帝国誌は、多様なメディアを
活用し、広く社会に対して意義・目的・活動等を広報する。この国際レベルの
広報は、「村」の組織・活動に対する社会の信用と信頼を獲得し、多くの企
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業個人からの寄付、地域の自治体からの資金援助につながっている 14)経済的
な保障は、安定した「村」の運営をサポートする。
②職員の質の保障
一貫した養育原則のもと、「村・」職員の専門性の維持・向上のために、上部
組織による教育の開発・研究と専門職員への研修の実施がある O 養育の質を維
持・向上させる。
③地域社会からの信用の獲得
国際的なマスメディアを活用した活動の公開、様々な情報の公開は、地域住
民の「村」組織・活動への不安感や不信感を軽減させる。そして、それは、間
接的に「おかあさん」、「子どもたちJへの偏見を軽減させる O
④組織全体の管理と統率
国際本部には、約120人の職員が勤務している。彼等による各部門での開発、
管理、指導により、 132カ国・地域の違いを超えて、「村」の環境、養育の質が
保障される O
このように、国際本部を頂点とした下部組織への包括的なサポート体制は、
広報活動(社会的信用の確保・連携など)、財源の確保(資金調達・配分など)、 4つ
の養育原則の遵守(国際組織としての信用、質の確保、統一)、各職員の専門性(研
修、教育)の保障を担保として、「村」内の組織が「おかあさん」の養育サポー
トに向けた全面的体制を整えることを可能にする。
国 I村J 内の組織によるサポート体制
本章では、「村」内の各職員の機能と「おかあさん」に向けられたサポート、
そして、「おかあさん」へのサポートが、どのように受け止められているかを
みる。そして、「おかあさん」へのサポートの在り様を整理する。なお、「おか
あさん」に関することは、主に rWome山 LivJ)で掲載されている15人の
「おかあさん」の語りのうち、シャトーダン「村」の「おかあさん」であるパ
トリシア・ゴファー (PatriciaGoffort)とイムスト「村」の「おかあさんJ であ
るワルトロイド・ナギラー (WaltraudN agiller)の語りから、補足として「おか
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あさん」、「村長」、「教育職員」、「タンテ」等への筆者らの訪問インタビュー16)
による情報を用いる。なお、直接インタビ、ューによってのみ得られた内容は、
Ii ~で示す。
1. r子ども」の養育で直面する困難さ
ここでは、 2つの村の「子どもの」背景、状態と「お母さん」の大変さをみ
る。
『シャトーダン「村・」は、地域の自治体の要請からフランスで10番目に設立
した。その目的は、虐待を受けた子どもの兄弟姉妹が、別々の施設に措置され
ることなく、共に 1つ家で生活できるためである。それゆえに、受け入れた子
ども達の多くは、虐待やネグレクトにあっている o (村長より)~子ども達の外
観は、元気そうに見えるが、その背景には近親相姦や暴力といった想像を絶す
る体験もある。虐待環境におかれていた 4人の兄弟姉妹を家族に受け入れるこ
とになった初期の頃を、野生動物の群れといるようだ、ったと記している。子ど
も達はみんな攻撃的であった。時にひとりの子どもが幼児、大人という極端な
行動をとり別人に変容する様子にび、っくり仰天させられた17)
周知のように、虐待を受けた子ども達が、施設や里親家庭で現す問題行動は、
排祉、食事、隊眠、といった基本的生活習慣の乱れ・未成立からコミュニケー
ションの未発達・未成熟、器物破損、他児への暴力、自傷行為など行動化され
た問題まで多種多様である。さらに、虐待関係の再現、虐待体験の告白など、
職員や里親を巻き込むことがあるO
また、安定した日常生活においても、子どもが実親と面会した後、子どもの
心身が不安定になり収束していた課題行動が再発することもある。「おかあさ
ん」は、子どもを受け入れた初期、「家族」の心配事や「子どもたち」の問題
で頭が一杯の毎日を送るときがあると言う。このような状況に対して、子ども
をひどく叱った後、自分の行動への内省をするア『子どもの養育は、年中大変
である。子どもと生活すると、子どもの問題が目の前に現われ、イライラする
(パトリシア・ゴファーより)~と言う。
Fイムスト「村J (1949年)は、世界で最初の rsos子どもの村」であるO 受
け入れる「子ども」の生活背景や状態は、設立当初の戦争孤児を受け入れてい
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た頃とはかなり異なっている。子どもたちは、見た目とは異なり、暗い過去を
持っている。ほほ100%の確立でセラピイが必要で、ある。彼等へのセラピイは
高度な専門性が求められるものであり「村」内ではなく、「おかあさんJ或い
は他の職員の車の送迎で、「村」の外部にある施設で受けている。(村長より).!
ワルトロイド・ナギラーは、「村」での生活の一部を次のように言う O いつも
子どもと一緒であり、自由な時間はない。勤め始めた頃、緊張の中で、大変な
仕事が続き、混乱の中にいた。夜になると、自分の行為を反省した。また、休
暇をとってもいつも、「子どもたち」のことを考えている O 誰かに打ち明けな
ければだめになってしまいそうと感じる時がある了)
このように 2つの村は、国や設立時期は異なるが、「子どもの」の背景や状
態、「おかあさん」の大変さには、類似がみられる。つまり、「おかあさん」の
日常生活は、決して安泰なものではなく、多くの困難な出来事に直面しており、
大変な思いをしているということである。しかし、「おかあさん」は、「子ども
たち」の心身の揺らぎに対して常に適当な対応をし、「子どもたち」に安心感、
安全感を保障した態度をとることが求められる O
2. rおかあさんJに向けられたサポートシステム
ここでは、各職員組織の機能を「おかあさん」に向けられたサポートシステ
ムとして図 4で示した。そして、主に、訪問による各専門職員へのインタピ
ューから得た情報をもとにこれらサポートシステムがどのように「おかあさ
ん」をサポートしているかをみる。
( 1 ) 各職員の機能
①村長20) • r村」の総責任者として各職員、村の環境と「子どもたち」の発達
に責任を持ち、地域社会に対しては、「村」を代表する立場である。財政、プ
ランの立案、広報活動など、全ての管理をする。それ故に、全ての活動の最終
的な管理機関として決定権と責任を持つ。そして、上部機構(大陸支部、国支部)
に対して、「村」の管理等の報告と計画・立案過程に参加する義務がある O 例
えば、各職員の定期的研修や継続的指導・支援を保障する O すべての職員をま
とめ、「おかあさん」の職業的成長を促し導く r家族」が、各専門職員から継
続的な援助を受けられるようにする。「青年の家」の青年たちと「家族」との
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終(bond)を維持する。「村」活動や地域の子どもの活動に参加し、「子どもた
ち」と藍接的に良好な関係を育む。各専門職員とsos子どもの村の家族(以下、
「家族」と記す)をサポートする計画を立てる O このように村長は、各職員と繋
がり、職員同士を繋げて協力と連携を図る。そして、日常的に「おかあさん」
が必要とする援助資源の相談を受けたり、様々な会議を開催する O 例えば、子
どもの発達目標を設定するために、 1年に 1回、職員会議を開催し、その実践
を評価するために、 6ヶ月に 1度、職員会議を開催する。各月に 1回、「おか
あさん」と個別の情報交換をする機会を持つ。そこでは、一人一人の子どもに
設定された発達目標と援助内容の確認、「おかあさん」からの養育体験と村長
の経験が共有され、相互理解と信頼を深める機会となる O また、各月に 1回以
上、「おかあさん」たち全員と会議を持つ。そこでは、共通の関心事について
議論し、相互に養育経験から得た知識等を共有する。その他に、「おかあさ
ん」代表、青年の家の養育者、各専門スタッフの指導者等 5~6 人と各月に 1
回、村委員会を開催する。
②教育職員，-子ども」の学力の遅れや、問題行動等について対応する職員で
ある O また、レクレーションや子ども会のまとめ役をすることもある。かれら
は、村長を通して間接的に、あるいは、職員会議で直接的に、教育や、問題行
動に対して、専門的な対応をすることにより、「おかあさん」の心理的な負担
をサポートする O 時uえば、「おかあさん」の心配が伝えられた時に、直接出会
い、相談を受ける。そして、「子ども」との関係を振り返る機会を作り、適切
な指導や助言をする。同様に、「子ども」にも、直接出会い、相談・助言・指
導をする O 第三者としてお互いの気持ちを代弁し、関係を修復することもあ
る。』
①心理職員:新しく「子ども」を「村」に受け入れる時、心理面譲・判定をし、
指導方針を立て、村長、「おかあさん」、他の職員に助言する。また、『養育困
難な「子ども」の対処方法を助言し、「おかあさん」の心理的負担をサポート
する O そして、「子ども」には、適切な治療教育(カウンセリング)をおこな
つ。』
④親方(村職人):建物や家具等の修繕、自転車や電化製品等の故障、庭の手入
れ等をし、「おかあさん」が、家を維持する負担をサポートする。
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⑤おねえさん21) ，おかあさん」の病気や休暇の時に、代替として家庭に入札
子どもを養育する養育補助職員である。また、幼い子どもが多いなど、養育の
手が必要な時にも援助する，おかあさん」の心身の疲労回復とリフレッシュ
の機会を保障する O
⑥家事補助職員:掃除、裁縫、アイロンかけ、洗濯等の家事に関わる仕事を手
伝い、「おかあさん」の家事を分担する。家庭の雑用を分担することにより、
「おかあさん」の身体的な労働をサポートする。
その他に、「おかあさん」たちは、お茶の時間を持つ。テレビや料理の話、
趣味の話など楽しい時間を共有できる近所つきあいをする O
??「?????」
図-4 '村」内の「おかあさん」への人的サポート環境図22)
3. rおかあさん」は、どのようにサポートを受け止めているか
WWomen's LivesJで掲載されているノfトリシア・ゴファー (PatriciaGof-
fort)とワルトロイド・ナギラー (WaltraudN agiller)の語り等をもとにして、こ
、 、 ， ??????
?
?
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れら職員のサポートに対する「おかあさん」の受け止め様を整理する。
①温かい人間関係がある O
温かく迎えてくれ、話しを聞いてくれる人々に出会える、というすばらしい
体験をした。今では、以前より聞き上手になる O 大きなストレスを背負うこと
もなくなる O
②「いつでも、すぐに」の親密な連携がある。
私的と仕事を問わず、ある家で問題が起こるとすぐに、手助けしてくれる女
性(，おねえさんJ)がいつもいる。
③仲間意識と安心感がある。
同じ養育観を持ち、 sos子どもの村組織の一員であるという所属意識があ
る。そして、「おかあさん」たちは、「村」内の職員全員と多くの時間を共有し
理解しあう。同じような困難を抱え、悩みを話し合い、共有・共感しあえる。
例えば、ある「おかあさん」が病気になった時に、他の「おかあさん」は、
「子どもたち」のことをよく知っているし、「おかあさん」のこともよく知っ
ている。だから、「子どもたちJ も「おかあさん」も双方が安心できる。そこ
には、言葉で表現しなくても理解し察することができる安心感がある O
④専門性から生まれる信頼関係がある O
「おかあさん」、他の専門職員は、継続的な研修と指導、援助を受ける権利
がある。かれらは、自らの専門領域に責任を持ち、相互に専門に依拠した信頼
関係を構築する O かれらは、自己を信頼し、他者を信頼し、自己の専門領域に
イニシアテイブをとり、責任を自覚し、誇りを持って働く O
このように「おかあさん」へ向けてのサポート環境の基底にあるものは、あ
たたかい人間関係、顔の見える関係、相互信頼関係である。それらが、共通し
た養育理念の基に仲間意識、安心感、仕事へのアイデンテイテイ、高い専門性
を醸成している O
おわりに
以上みてきたように、養育の現場である「村」は、グローパルな組織で、ある
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国際本部を頂点とする上部組織から、図 3 '村」へのサポート環境図等にみ
られるように包括的なサポートを受けている O つまり、資金の調達、職員の募
集、職員の養成、研修・教育プログラムの実施・開発、人事管理、「村」環境
の保障、地域社会への発信と信用の確保、国際組織全体の管理と統率などであ
り、直接的な養育以外のすべてである。そして、養育現場の「おかあさん」は、
「村」組織から、直接的かつ人的なサポートを受けている o イムスト「村」の
「おかあさん」ワルトロイド・ナギラーは、著書 rWomen'sLivesjで、自
分が全責任を背負って働く必要はない、一家を支える「村・」の支援体制がなけ
れば「村」全体が成り立たない、自分自身を村・の一職員と位置づけていると語
っている O このように「おかあさん」は、「子ども」の養育に直接的な責任を
負うが、その仕事を一人で抱え込み、成し遂げるわけではない。図-4 'おか
あさん」への「村」内の人的サポート環境国等にみられるように、「村」には、
「おかあさん」を包みこむサポート体制がある O しかも、その基底には、温か
い人間関係、親密な連携、仲間意識、共有と共感、安心感、専門性から生まれ
る信頼関係がある。つまり、「村」には、私的、仕事を開わず、「おかあさん」
が心身ともに、安心・安定して生活を維持できる生活環境が保障されている O
そして、職業人として、「子ども」の養育に対する誇り・やりがい、自己の成
長と喜びを実感できる体制 村長や他専門職との会議など がある。その他に、
「おかあさん」の現在の生活の保障は、全職員の中で一番高い給料という報酬
23) 
の面でも保障されている。また、退職おかあさんの家の設置にみられるように、
将来の住居の確保と自立した「子どもたち」との交流の継続、現場「おかあさ
ん」等との繋がりがあり、そこにも現役時代に築いた人との緋を基底とした生
活の場と継続性の保障がある。
本論では、 'SOS子どもの村」組織における直接の養育者「おかあさん」へ
のサポート体制について、各組織の機能、及び、養育者の受け止め方をもとに
そのあり様を示した。日本における社会的養護を担う里親・宜接処遇職員への
サポートのあり方への多くの示唆がみられた。ここでは、字数制限上、この点
について論じることはできないので、今後の課題とする。
、 、 ， ?? 、
?
????
??、 184 
注183 
1)金子龍太郎が、論文・著書を発表している。下記の参考文献(3)(4) (5) (6) 
(7)である。 (3)(5) (6)は愛着形成から「村」の養育を論じている。 (4)(7)は
日本での「村」設立を意識した内容である。衣JJ1(衣川あい「社会的養護と愛着形
成一一フィンランドの実践から学ぶものJ r政治学ゼミナール論集 第l号』長崎
大学教育学部、 pp.13-66)はフィンランドにある「村」の報告をしている o 柴木
(柴木章子「イスラム圏における親に育てられない子ども一一アフリカ・スーダン
の事例報告 J r新しい家族第50号』養子と里親を考える会、 2007、pp
92-97)は、スー夕、ンにある「村J の報告をしている。
2) I村」の中、或いは、「村」の外の地域社会に立地する。「おかあさん」と生活し
ていた「子どもたちJは、男子15歳、女子18歳になると家族を出て、青年の家に移
ることが原別である。但し、大学進学等による例外もある。
3) HERMANN GMEINER (1983)“Die SOS-Kinderdorfer" B本語版、 SOSキン
ダードルフジヤツパン、 p.32では、「教育四原則」と翻訳されている。金子は、論
文・著書の中で「養育」としている。
4)定年を向かえた「おかあさん」職員が退職後に生活をする住居である。採用時の
年齢、は、 25歳から40歳くらい(原則として性別を問わないが、多くは女性である)で
あり、定年は60歳である。
5) I村」の「子どもたち」だけではなく、地域社会の子ども達も入国している。
6)危機に陥った子どもが共同生活する家である。一時保護所的な機能であるが、多
くの「子どもたち」が自立するまで生活する。 3人の職員が数日交代で勤務する。
7) I村」の規模は、ウィーンの森は30軒、ウィーンの都市型は 5軒、フランスの平
均は、 10軒であるo また、「村」形態には、シャトーダン「村」のように、「村」の
家と、民家が1つ住宅街地に混在している、いわゆる地域との統合型がある O 近年、
ウィーン都市型「村」のように、大きなマンションに、一般家庭と混在して入居し
ている形態もある O 図は、訪問符のインタピ、ユ一、参考図書をもとに、森本が作成
する。
8)各家族に 9人の子どもがいるのが標準だった。現在もアジアでは、「子どもJ 10 
人くらいが平均で、あるが、西ヨーロッパでは、原則 6 人であり、実際は 4~5 人で、
ある。
9) 2003年から 3つの国際的組織IFCO(International Foster Care Organization)、
SOS-KINDERDORF International、 FICE(Federation Intemationale de Com-
munautes Educatives)と協働して、実の家庭外で養育を受ける子どもたちのケア
基準について作成し、 2007年に公表する。
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10)資料等をもとに森本が作成する。
11) 2008年8月24、25日シャトーダン、 8月26日層際本部、 27日イムスト、 28日ウ
ィーンの sos子どもの村を訪問し、「村」内及び「家」内の視察及び、職員へのイ
ンタビ、ュー(通訳を介す)をする。国際本部の機能は、 Dr.Christian Posch (国際本
部の教育部のディレクター)の案内で、各オフィスを訪問し、職員から直接説明を
受けた。また、当日得られなかった情報←一国際本部人材部(当日職員が夏期休暇
で不在)及び大陸支部の機能 については、メールで Dr.Christian Poschから
得た。なお、インタビュー内容は、許可の下に、すべてを ICレコーダーにより録
音した。
12) 1国に 1つ「村J運営組織(日本では国際本部の承認をまだ得ていないが、「福岡
子どもの村」が2010年開設を白指して NPO法人により進められている、ヨーロッ
パでは Klub)が存在するのではない。 sos子どもの村が存在していても、パング
ラディッシュのように閣法上、組織を設立ができない国もある。そのような国は、
世界中に、 7~8 ヵ国あり、本部が「村」を運営する。また、インド、フランスの
ように 2つある国もある O その他に、「村」は存在しないが、資金調達の企業開拓
を目的としてオフィスを置くこともある O
13)資料等をもとに森本が作成する o
14) 2006年の収入は350，038ユーロである o その内の128，335ユーロ (36.7%)は個人の
寄付等であり、 80，510ユーロ (23.0%)は、支援行為による利益である O
15)本書は4大陸の15人の「村」の「おかあさん」職員への「この仕事を選んだ、きっ
かけJ r様々な経験から学んだことJ rrおかあさん』たちの知識や経験」について
の直接インタピ、ューで構成されている。なお、パトリシア・ゴファーは pp
160-173、ワルトロイド・ナギラーは pp.222-235に掲載されている。
16)シャトーダン「村」の訪問では、パトリシア・ゴファーの「家」を訪問し、彼女
と4人の「子どもたち」の案内で各部屋に入らせてもらった。そして、飾つである
もの等の話を聞き、了解を得て写真撮影をした。また、「村J (地域住民も混在した
住宅地である)全体を視察した。インタビュー (9月24日)は、村長、教育職員、「お
かあさん」、「タンテ」等にした。見学・インタビューで約4時間の訪問であった。
また、 25日(午前9時から10時)に、パトリシア・ゴファーとタンテ、教育職員へイ
ンタビ、ュー をした。 27日に訪問したイムスト「村」でも、同様の臼程で約4時間の
見学・インタビューをした。「村」の「おかあさん」であるワルトロイド・ナギ
ラーは、夏期休暇で会えなかった。その代わり「家」訪問で、 25年間12人の「子ど
もたち」を養育している「おかあさん」に、「家」の各部屋の説明、「おかあさんJ
の仕事について話を聞いた。
、 、 ， ?? 、 ????
?
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17)専門職員等へのインタビューから得た情報をもとに、 rWomen'sLives~ pp. 
168-169パトリシア・ゴファーの語りを要約する。
18)専門職員等へのインタビューから得た情報をもとに、 rWomen'sLives~ pp. 
165-166パトリシア・ゴファーの語りを要約する。
19)専門職員等へのインタビ、ユーから得た情報をもとに、 rWomen'sLives~ p. 225， 
pp.227-228ワルトロイド・ナギラーの語りを要約する。
20) Manual for the SOS Childre山 VillageOrganisation pp. 59-62 r村長は SOS
キンダードルフをまとめるJ standard 10をもとに、イムスト、シャトーダン、ウ
ィーン訪問において、村長へのインタピ、ユーから得た情報で補足する。
21) Tante (ドイツ語)は「おば」と訳されるが、「おかあさん」の手伝いというニュ
アンスをもたせて、「おねえさん」と訳す。その他に、育親アシスタント(福岡子ど
もの村)、小母(おば)さん(参考文献(20)rSOS キンダードルフ~)などがある。
22)訪問時のインタヒ、ュー、参考図書をもとに、森本が作成する。
23) Dr. Christian Posch (国際本部の教育部のディレクター)から直接聞く O
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